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夕
張
市
の
財
政
破
綻
か
ら

学
ん
だ
も
の
は

問
題
点
の
素
早
い
政
策
判
断
と

情
報
公
開

ＱＡ●
徳
光

夕
張
市
の
財
政

破
綻
の
原
因
は
炭
鉱
の
閉

鎖
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど

多
額
の
借
金
を
安
易
な
考

え
で
行
っ
た
事
と
、
国
の

交
付
税
の
削
減
が
重
複
し

た
、
い
わ
ば
身
の
丈
以
上

の
財
政
運
営
が
も
た
ら
し

た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
議
員
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
も
問
わ
れ
て
い
る
が
執

行
者
と
し
て
、
夕
張
市
の

事
案
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
学
ん
だ
の
か
。

■
町
長

第
３
セ
ク
タ
ー

や
公
営
企
業
は
投
資
が
巨

額
で
あ
る
が
、
必
ず
収
支

が
事
業
計
画
と
さ
れ
、
破

綻
が
か
く
れ
易
い
。
今
後

は
一
般
会
計
、
事
業
会
計

も
更
に
収
支
の
動
向
を
見

極
め
、
問
題
を
先
送
り
し

時
期
を
失
す
る
こ
と
な

く
、
素
早
い
政
策
判
断
と

財
政
整
理
が
重
要
で
情
報

公
開
、
行
財
政
運
営
全
般

を
見
直
し
、
透
明
性
の
高

い
財
政
構
造
を
目
指
す
。

●
徳
光

世
羅
中
央
病
院

に
つ
い
て
は
三
原
市
か
ら

の
統
合
策
で
な
く
世
羅
町

の
医
療
の
基
本
的
な
考
え

が
、
重
要
で
あ
る
。
県
の

支
援
、
医
師
確
保
状
況

は
。

■
町
長

統
合
あ
り
き
で

な
く
本
町
の
地
域
医
療
体

制
の
確
保
を
、
最
優
先
に

据
え
再
編
調
査
研
究
会
で

調
査
検
討
す
る
。
再
編
に

県
の
支
援
は
必
要
不
可
欠

で
、
世
羅
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
考
え
る
支
援
の
回
答

●
松
本

尾
道
・
松
江
線

の
世
羅
ま
で
の
一
部
開
通

を
控
え
中
国
地
方
の
ほ
ぼ

中
心
と
い
う
立
地
条
件
を

生
か
し
た
企
業
誘
致
を
行

が
ら
各
課
の
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
近

で
は
、
農
業
関
係
企
業
の

誘
致
に
関
す
る
情
報
提
供

や
今
後
立
地
し
た
い
と
い

う
会
社
の
意
向
に
基
づ
き

企
業
訪
問
す
る
な
ど
、
立

地
促
進
や
補
助
事
業
対
応

な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
町
内
企
業
の
育

成
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地

域
に
お
け
る
製
造
業
な
ど

の
設
備
投
資
に
か
か
る
特

別
措
置
や
商
工
会
の
各
種

支
援
事
業
な
ど
今
後
も
連

携
し
た
育
成
支
援
を
し
て

ゆ
く
。

う
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

当
町
に
も
企
業
誘
致
を
促

進
す
る
委
員
会
が
あ
る

が
、
誘
致
活
動
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
を
問

う
。
ま
た
町
内
企
業
の
育

成
に
つ
い
て
具
体
的
な
考

え
を
問
う
。

■
町
長

本
町
独
自
の
企

業
誘
致
促
進
本
部
は
毎
月

開
催
し
情
報
を
共
有
し
な

今後自立できるか　世羅中央病院

を
得
た
。
医
師
確
保
は
厳

し
い
が
特
に
過
重
労
働
問

題
が
あ
り
、
医
師
の
フ
ォ

ロ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
支
援
体

制
の
検
討
を
し
た
い
。
今

後
も
県
と
広
大
に
医
師
巡

遣
の
要
請
を
す
る
。

く
い
市
民
病
院
と

世
羅
中
央
病
院
の
再
編
統
合
は

統
合
あ
り
き
で
な
く

調
査
検
討
す
る

ＱＡ

世
羅
町
の
企
業
誘
致
と

町
内
企
業
の
育
成
は

企
業
立
地
の
情
報
提
供
等
で

企
業
誘
致
を
進
め
た
い

ＱＡ

松本秀治議員

徳光義昭議員

道路整備は進むが、企業誘致は？
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●
矢
山

地
方
分
権
が
進

め
ら
れ
る
中
、
住
民
税
の

大
幅
増
と
新
型
交
付
税
な

ど
で
、
今
後
の
財
政
が
心

配
さ
れ
る
。

公
共
下
水
の
今
後
の
収
支

に
よ
っ
て
は
、
重
荷
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

■
町
長
　
Ｈ
22
年
度
以
降

は
、
起
債
を
10
億
円
以
下

に
し
、
Ｈ
27
年
に
公
債
費

17
億
円
と
計
画
し
て
い

る
。
新
型
交
付
税
の
導
入

で
３
千
万
円
の
減
収
。
公

共
下
水
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
進
め
る
。

●
矢
山

来
年
４
月
か
ら

70
〜
74
才
の
お
年
寄
り
の

医
療
負
担
が
２
割
に
増
加

し
、
保
険
料
の
負
担
が
、

75
才
以
降
死
ぬ
ま
で
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
老
人
福
祉
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

■
町
長
　
Ｈ
22
年
７
月
ま

で
は
、
負
担
限
度
額
が
１

割
の
方
と
同
じ
で
あ
る
。

負
担
区
分
を
適
正
に
行

う
。
特
定
検
診
・
特
定
保

健
指
導
を
行
う
。

●
仙
光

尾
三
地
域
事
務

所
世
羅
分
庁
舎
の
取
得
に

伴
い
利
用
方
法
と
行
財
政

改
革
の
中
の
行
政
組
織
の

再
編
整
備
の
取
り
組
み
の

説
明
を
受
け
た
。
こ
れ
は

一
部
で
あ
り
、
他
の
施
設

等
の
関
係
も
説
明
が
で
き

て
い
な
い
全
体
の
構
想
を

示
す
べ
き
で
あ
る
。
職
員

配
置
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
、
自
治
セ
ン
タ
ー
へ
の

移
行
、
公
民
館
の
設
置
場

所
ま
た
、
図
書
館
は
ど
こ

に
す
る
の
か
な
ど
同
時
進

行
の
必
要
が
あ
る
。
町
民

に
は
合
併
時
と
お
な
じ
戸

惑
い
を
与
え
る
こ
と
は
明

白
だ
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
踏
ま
え
細
か
い
配
慮
と

時
間
を
か
け
全
体
構
想
を

●
矢
山

①
民
営
に
な
り

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
負
担

増
を
も
た
ら
す
の
で
は
な

い
か
。

②
幼
稚
園
が
２
つ
と
な
る

が
、
町
の
対
応
は

③
用
地
の
借
上
げ
は
幼
稚

園
が
す
べ
き
で
は
な
い
か

■
町
長

①
可
能
な
限
り

民
間
参
入
を
求
め
、
３
才

未
満
の
認
定
保
育
所
を
期

待
し
て
い
る
。

②
選
択
の
機
会
が
増
え

る
。

③
使
用
料
は
負
担
し
て
も

ら
う
。

矢山　武議員

仙光保喜議員

新
型
地
方
交
付
税
と
財
政
の

今
後
は

財
政
健
全
化
計
画
に
よ
り

進
め
る

ＱＡ

今
後
の
高
齢
者
福
祉
は

検
診
、
保
健
指
導
で

ＱＡ

今
後
の
権
限
委
譲
事
務
内

容
を
踏
ま
え
適
切
に
行
っ

て
行
く
。
現
在
の
公
民
館

が
自
治
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

に
伴
い
設
置
す
る
公
民
館

と
甲
山
・
世
羅
図
書
館
の

統
合
は
関
連
の
課
の
設
置

条
例
案
が
否
決
と
な
り
早

急
に
関
係
会
議
を
開
き
再

検
討
を
す
る
。

ご
指
摘
の
と
お
り
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
住
民

視
点
に
た
ち
全
体
構
想
の

中
で
既
存
施
設
の
活
用
に

よ
り
、
可
能
な
も
の
か
ら

実
施
し
て
い
く
。

ま
と
め
る
こ
と
が
大
事
と

思
う
が
。

■
町
長

地
方
分
権
の
進

展
、
多
様
化
・
高
度
化
す

る
住
民
行
政
ニ
ー
ズ
、
こ

の
状
況
下
で
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
る
本
町
は
、

安
定
的
行
財
政
運
営
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は

保
育
所
の
民
営

化
と
幼
稚
園
は

３
才
未
満
児
の

認
定
。
保
育
所

を
期
待

ＱＡ

さあ、うまく運べるかな

行
政
組
織
再
編
整
備
の

考
え
方
は

安
定
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
は

急
務

ＱＡ

●
仙
光

Ｈ
20
年
４
月
に

13
公
民
館
を
自
治
セ
ン
タ

ー
に
移
行
す
る
。
Ｈ
18
年

４
月
に
小
国
公
民
館
は
い

ろ
い
ろ
と
事
情
が
あ
り
、

せ
ら
に
し
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
に
移
し
た
。施
設
管
理
、

職
員
配
置
の
関
係
で
も
柔

軟
に
対
応
し
、
駐
車
場
な

ど
の
問
題
も
回
避
し
て
き

た
が
。

■
町
長

小
国
地
区
の
自

治
セ
ン
タ
ー
は
従
来
の
小

国
公
民
館
と
し
、
そ
の
自

治
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を

お
き
、
振
興
協
議
会
の
活

動
の
拠
点
と
す
る
。
今
ま

で
利
用
し
て
い
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
は
従
来
通
り
の

規
定
で
利
用
し
、
自
治
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
は

小
国
図
書
館
と
す
る
。

小
国
地
区
の
自
治
セ
ン
タ
ー
は

ど
こ
へ

小
国
公
民
館
と
す
る

ＱＡ
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●
永
田
　
①
町
境
の
垣
根

を
越
え
た
地
域
づ
く
り
は

②
尾
道
松
江
線
に
も
た
ら

す
沿
線
地
域
の
観
光
振
興

の
取
り
組
み
は
③
農
産
物

の
流
通
活
性
化
は
。

■
町
長

①
四
季
折
々
の

世
羅
台
地
の
自
然
の
恵
み

な
ど
情
報
を
瞬
時
に
発
信

し
そ
の
基
盤
と
な
る
高
速

通
信
網
に
よ
る
高
度
情
報

網
の
整
備
を
す
る
。
②
１

８
４
号
線
を
『
い
や
し
』

ロ
ー
ド
と
し
て
共
同
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
広
報
を
し
て

い
る
。
③
世
羅
町
の
特
産

の
梨
を
国
内
の
み
な
ら
ず

関
係
機
関
の
支
援
を
得
て

輸
出
の
定
着
化
を
図
る
。

年
間
を
通
じ
た
生
産
体
系

を
確
立
し
観
光
客
数
を
増

加
さ
せ
農
産
物
販
売
を
増

や
し
た
い
。

●
松
浦

こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
と

き
、
社
会
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
従
来
の
住
民
と
行

政
の
仕
組
み
で
は
、
社
会

変
化
に
十
分
対
応
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。

住
民
自
治
を
実
践
す
る

に
あ
た
り
、
町
の
基
本
的

な
あ
り
方
、住
民
と
議
会
、

そ
し
て
町
長
・
執
行
機
関

の
役
割
を
明
ら
か
に
し

た
、
い
わ
ば
町
の
憲
法
と

い
え
る「
自
治
基
本
条
例
」

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

■
町
長

自
治
基
本
条
例

は
住
民
と
行
政
、
そ
し
て

議
会
の
役
割
を
明
確
に

し
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
行

政
の
前
提
と
な
る
、
理
念

が
、
入
札
残
の
考
え
方
な

ど
趣
旨
は
わ
か
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
企
業

の
経
営
の
状
況
を
把
握

し
、
効
率
的
運
営
を
す
る

か
、
他
の
自
治
体
の
取
組

み
な
ど
含
め
て
研
究
し
て

ゆ
き
た
い
。

と
ル
ー
ル
を
明
示
す
る
条

例
と
理
解
す
る
。
調
査
・

研
究
を
行
い
、
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
。

●
松
浦

今
年
か
ら
上
水

道
、
下
水
道
に
加
え
簡
易

水
道
事
業
も
地
方
公
営
会

計
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
他
の
自
治
体

の
例
に
従
い
有
識
者
に
よ

る
「
調
査
審
議
会
」
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

■
町
長

現
在
、
審
議
会

設
置
は
考
え
て
い
な
い

永田英則議員

●
永
田
　
滞
納
を
防
止
し

新
規
滞
納
者
を
発
生
さ
せ

な
い
対
策
と
し
て
、
口
座

振
替
納
付
が
あ
る
が
、
口

座
振
替
の
推
進
方
法
は
。

■
町
長

口
座
振
替
を
活

用
し
て
い
る
も
の
は
町

税
、
保
育
料
、
給
食
費
、

児
童
館
使
用
料
、
集
落
排

出
処
理
施
設
使
用
料
。
納

付
率
は
町
税
95
・
５
％
国

保
税
90
・
７
％
で
あ
り
推

進
方
法
は
広
報
せ
ら
や
無

線
放
送
案
内
、
納
税
相
談

な
ど
で
積
極
的
に
推
奨
し

て
い
る
。

甲山インター附近の広大な田園地帯　活性化なるか

山田川ダムを水源とする青近地区に立地する貯水槽

町
内
企
業
の
活
性
化
は

特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で

ＱＡ

口
座
振
替
の
普
及
は

積
極
的
に
推
進
す
る

ＱＡ

町
の
憲
法

「
自
治
基
本
条
例
」
を

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い

ＱＡ

松浦敬潤議員

上
下
水
道
事
業
に

「
調
査
審
議
会
」
を

研
究
し
た
い

ＱＡ
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●
岡
田

教
育
委
員
会
の

指
針
で
は
「
夏
休
み
の
期

間
に
関
し
て
は
教
育
委
員

会
と
学
校
の
協
議
に
よ
っ

て
判
断
で
き
る
」
と
あ
る

が
５
日
制
と
な
り
少
な
く

な
っ
た
授
業
時
間
を
補
う

た
め
夏
休
み
の
短
縮
を
考

え
て
は
。

■
教
育
長

世
羅
町
教
育

委
員
会
が
「
夏
季
休
業
は

７
月
21
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
」
と
決
め
て
い
る
。

こ
の
規
則
に
は
「
校
長
は

教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
前
項
の
休

業
日
の
通
算
日
数
の
範
囲

内
で
休
業
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
。」
と
あ
る
。

校
長
判
断
で
日
数
を
少
な

く
し
て
早
め
に
２
学
期
を

始
め
る
こ
と
は
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
本
年

度
大
田
小
は
８
月
29
日
か

ら
２
学
期
を
始
め
て
い

る
。
市
町
で
は
大
半
が
短

縮
し
て
い
る
。
児
童
の
学

力
の
向
上
の
た
め
に
は
授

業
時
間
数
の
確
保
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
の
で
重
要
な
検
討
課

題
の
１
つ
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。

●
小
川

危
機
的
な
財
政

状
況
が
つ
づ
く
中
で
財
務

状
況
は
順
調
な
改
善
経
過

を
た
ど
っ
て
い
る
の
か
。

財
政
状
況
を
随
時
公
開
す

る
事
を
約
束
し
て
い
た
が

町
政
懇
談
会
を
開
催
す
る

●
小
川

地
域
づ
く
り
の

将
来
像
に
一
定
の
方
向
性

が
示
さ
れ
た
が
、
地
域
差

は
あ
る
が
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
長

参
画
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
、
ど
の
よ

う
な
形
で
、
議
員
、
執
行

部
、
住
民
の
役
割
を
位
置

予
定
は
な
い
の
か
。

■
町
長

当
初
の
改
革
プ

ラ
ン
の
不
足
額
２
億
６
千

万
円
は
改
善
さ
れ
た
が
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

下
で
推
進
プ
ラ
ン
の
不
断

の
点
検
と
更
な
る
見
直
し

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
財

政
の
情
報
公
開
は
決
算
を

基
本
に
財
政
の
見
直
し
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で

公
開
し
理
解
と
協
力
を
求

め
た
い
。

夏
休
み
を
短
縮
し
て
は

校
長
判
断
で
で
き
る

ＱＡ

岡田武士議員

●
岡
田

①
昼
は
会
社
に

勤
め
る
団
員
が
多
い
。
有

事
の
さ
い
、
消
火
活
動
を

地
元
企
業
に
協
力
を
お
願

い
し
て
は
。
ま
た
、
②
消

防
団
再
編
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

■
町
長

①
全
消
防
団
員

の
約
７
割
が
被
雇
用
者
で

あ
る
の
で
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
を
Ｈ
19
年

１
月
に
導
入
し
推
進
し
て

い
る
。
今
後
検
討
の
必
要

が
あ
る
。

②
消
防
団
再
編
は
本
部
と

協
議
を
進
め
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
で
あ
る
。

消
防
力
強
化
の
た
め

企
業
に
協
力
を
要
望
し
て
は

今
後
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る

ＱＡ

再編せまられる世羅町消防団

財
務
状
況
改
善
の
方
向
に

む
い
た
か

依
然
と
し
て
満
足
感
な
し

ＱＡ

小川信晃議員

づ
け
る
の
か
。

■
町
長

こ
れ
ま
で
地
域

に
対
し
、
一
定
の
ル
ー
ル

作
り
や
、
住
み
よ
い
地
域

に
す
る
た
め
の
行
動
そ
れ

を
推
進
す
る
組
織
づ
く
り

の
啓
発
に
努
め
て
き
た
。

少
し
ず
つ
地
域
差
は
あ
る

が
、活
動
に
実
が
見
え
る
。

個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

と
役
割
を
明
確
に
し
、
事

業
の
企
画
立
案
な
ど
、
お

互
い
が
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
形
成
す
る
と
い
う
基

本
理
念
は
欠
か
せ
な
い
と

認
識
す
る
。

住
民
自
治
振
興
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か

地
域
差
は
あ
る
が
活
動
に
実

ＱＡ

ふるさとみちづくり　住みよい地域は、自治のはじまり


